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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザが定めた種類のカスタム用紙に対応する複数種類の特定用紙の各々を識別するた
めの識別情報をユーザインターフェイスを介してユーザに設定させる識別情報設定手段と
、
　前記カスタム用紙に画像を形成する画像形成手段と、
　前記画像形成手段を制御する制御パラメータを前記ユーザインターフェイスを介してユ
ーザに設定させる制御パラメータ設定手段と、
　前記カスタム用紙の種類と、前記識別情報設定手段で設定された前記特定用紙の前記識
別情報と、前記制御パラメータと、の対応関係を記憶する記憶手段と、
　前記記憶手段に前記対応関係を記憶させるよう制御する記憶制御手段と、
　前記特定用紙に画像を形成するよう前記ユーザインターフェイスを介して指示されると
、前記記憶手段に記憶されている前記対応関係に基づいて取得した前記特定用紙に対応す
る前記制御パラメータにより前記画像形成手段を制御する画像形成制御手段と、
　前記制御パラメータ設定手段で設定された前記制御パラメータが、既に前記記憶手段に
記憶されている制御パラメータと少なくとも一部が一致する場合に警告する制御パラメー
タ警告手段と、
　を備えた画像形成装置。
【請求項２】
　前記識別情報設定手段により設定された前記識別情報が、既に前記記憶手段に記憶され
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ている識別情報と少なくとも一部が一致する場合に警告する識別情報警告手段を備えた、
　請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記記憶手段に記憶されている前記カスタム用紙の種類と、前記識別情報と、の対応関
係を前記ユーザインターフェイスを介してユーザに表示させる表示手段を備えた、
　請求項１または請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記表示手段は、前記画像形成手段で画像を形成するための用紙を収納する用紙収納手
段に用紙が収納されると、前記カスタム用紙の種類と、前記識別情報と、の対応関係を表
示させ、
　前記表示手段により表示された対応関係から前記カスタム用紙の種類または前記識別情
報を前記ユーザインターフェイスを介してユーザに選択させる選択手段を備え、
　前記記憶制御手段は、前記用紙収納手段と、前記選択手段により選択された前記カスタ
ム用紙の種類または前記識別情報と、前記制御パラメータと、の対応関係を前記記憶手段
に記憶させるよう制御し、
　前記画像形成制御手段は、前記収納手段に収納された用紙に画像を形成するよう前記ユ
ーザインターフェイスを介して指示されると、前記記憶手段に記憶されている前記対応関
係に基づいて取得した前記収納手段に収納された用紙に対応する前記制御パラメータによ
り前記画像形成手段を制御する、
　請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれか１項に記載の画像形成装置における識別情報設定手段
、制御パラメータ設定手段、記憶制御手段、及び画像形成制御手段としてコンピュータを
機能させるための画像形成プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像形成装置及び画像形成プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、画像形成装置において、予め登録されている用紙種別（プリセット紙
種）の他に、ユーザが設定したカスタム紙種及び対応する紙質依存パラメータを紙種設定
値として保持し、印刷時に保持した紙種設定値を用いて画像形成処理を制御する技術が記
載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－２７０８７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、カスタム用紙と複数種類の特定用紙とが対応していない場合と比較して、複
数種類の特定用紙の登録及び選択をユーザが容易に行える画像形成装置及び画像形成プロ
グラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の画像形成装置は、ユーザが定めた種類の
カスタム用紙に対応する複数種類の特定用紙の各々を識別するための識別情報をユーザイ
ンターフェイスを介してユーザに設定させる識別情報設定手段と、前記カスタム用紙に画
像を形成する画像形成手段と、前記画像形成手段を制御する制御パラメータを前記ユーザ
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インターフェイスを介してユーザに設定させる制御パラメータ設定手段と、前記カスタム
用紙の種類と、前記識別情報設定手段で設定された前記特定用紙の前記識別情報と、前記
制御パラメータと、の対応関係を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に前記対応関係を記
憶させるよう制御する記憶制御手段と、前記特定用紙に画像を形成するよう前記ユーザイ
ンターフェイスを介して指示されると、前記記憶手段に記憶されている前記対応関係に基
づいて取得した前記特定用紙に対応する前記制御パラメータにより前記画像形成手段を制
御する画像形成制御手段と、前記制御パラメータ設定手段で設定された前記制御パラメー
タが、既に前記記憶手段に記憶されている制御パラメータと少なくとも一部が一致する場
合に警告する制御パラメータ警告手段と、を備える。
【０００６】
　請求項２に記載の画像形成装置は、請求項１に記載の画像形成装置において、前記識別
情報設定手段により設定された前記識別情報が、既に前記記憶手段に記憶されている識別
情報と少なくとも一部が一致する場合に警告する識別情報警告手段を備える。
【０００８】
　請求項３に記載の画像形成装置は、請求項１または請求項２に記載の画像形成装置にお
いて、前記記憶手段に記憶されている前記カスタム用紙の種類と、前記識別情報と、の対
応関係を前記ユーザインターフェイスを介してユーザに表示させる表示手段を備える。
【０００９】
　請求項４に記載の画像形成装置は、請求項３に記載の画像形成装置において、前記表示
手段は、前記画像形成手段で画像を形成するための用紙を収納する用紙収納手段に用紙が
収納されると、前記カスタム用紙の種類と、前記識別情報と、の対応関係を表示させ、前
記表示手段により表示された対応関係から前記カスタム用紙の種類または前記識別情報を
前記ユーザインターフェイスを介してユーザに選択させる選択手段を備え、前記記憶制御
手段は、前記用紙収納手段と、前記選択手段により選択された前記カスタム用紙の種類ま
たは前記識別情報と、前記制御パラメータと、の対応関係を前記記憶手段に記憶させるよ
う制御し、前記画像形成制御手段は、前記収納手段に収納された用紙に画像を形成するよ
う前記ユーザインターフェイスを介して指示されると、前記記憶手段に記憶されている前
記対応関係に基づいて取得した前記収納手段に収納された用紙に対応する前記制御パラメ
ータにより前記画像形成手段を制御する。
【００１０】
　請求項５に記載の画像形成プログラムは、請求項１から請求項４のいずれか１項に記載
の画像形成装置における識別情報設定手段、制御パラメータ設定手段、記憶制御手段、及
び画像形成制御手段としてコンピュータを機能させるためのものである。
【発明の効果】
【００１１】
　請求項１及び請求項５に記載の本発明によれば、カスタム用紙と複数種類の特定用紙と
が対応していない場合と比較して、複数種類の特定用紙の登録及び選択をユーザが容易に
行うことができる、という効果が得られる。
【００１２】
　請求項２に記載の本発明によれば、警告をしない場合と比較して、同じような特定用紙
を登録することを防止できる、という効果が得られる。
【００１４】
　請求項３に記載の本発明によれば、一覧を表示しない場合と比較して、ユーザに登録さ
れている特定用紙を認識させることができる、という効果が得られる。
【００１５】
　請求項４に記載の本発明によれば、対応関係を表示しない場合と比較して、間違ったカ
スタム紙種を選択することを防止できる、という効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構成の一例を示す概略構成図であ
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る。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構成の一例を示す機能ブロック図
である。
【図３】本発明の実施の形態に係る記憶部を不揮発性メモリとした場合におけるメモリ領
域の構成の具体的一例を示す説明図である。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の制御部で実行されるカスタム紙種登録
処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施の形態に係るメインメニュー画面の具体的例を示す説明図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る登録／変更画面の具体的例を示す説明図である。
【図７】本発明の実施の形態に係るカスタム紙種登録画面の具体的例を示す説明図である
。
【図８】本発明の実施の形態に係るカスタム紙種登録画面において用紙商品名が選択され
た具体的例を示す説明図である。
【図９】本発明の実施の形態に係る用紙商品名入力画面の具体的例を示す説明図である。
【図１０】本発明の実施の形態に係る用紙商品名警告画面の具体的例を示す説明図である
。
【図１１】本発明の実施の形態に係る確認画面の具体的例を示す説明図である。
【図１２】本発明の実施の形態に係るカスタム紙種２２にカスタム紙種１５の登録内容を
反映させたカスタム紙種設定画面の具体的例を示す説明図である。
【図１３】本発明の実施の形態に係る定着温度入力画面の具体的例を示す説明図である。
【図１４】本発明の実施の形態に係る設定された制御パラメータを反映させたカスタム紙
種設定画面の具体的例を示す説明図である。
【図１５】本発明の実施の形態に係る制御パラメータ警告画面の具体的例を示す説明図で
ある。
【図１６】本発明の実施の形態に係る用紙商品名を追加登録したカスタム紙種設定画面の
具体的例を示す説明図である。
【図１７】本発明の実施の形態に係るカスタム紙種２２に登録が完了したことを示すカス
タム紙種一覧画面の具体的例を示す説明図である。
【図１８】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の制御部で実行されるカスタム紙種検
索処理の一例を示すフローチャートである。
【図１９】本発明の実施の形態に係る用紙商品名一覧画面の具体的例を示す説明図である
。
【図２０】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の制御部で実行される画像形成制御処
理の一例を示すフローチャートである。
【図２１】本発明の実施の形態に係るコピー設定画面の具体的例を示す説明図である。
【図２２】本発明の実施の形態に係る用紙トレイ選択画面の具体的例を示す説明図である
。
【図２３】本発名の実施の形態に係る画像形成装置の制御部で実行される用紙紙種設定処
理の一例を示すフローチャートである。
【図２４】本発明の実施の形態に係る用紙紙種一覧画面の具体的例を示す説明図である。
【図２５】本発明の実施の形態に係る選択した用紙の紙種を反映させた用紙トレイ選択画
面の具体的例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。なお、本実施の形態でカ
スタム紙とは、用紙の種類（カスタム紙種）をユーザが定めて画像形成装置に登録する用
紙である。本実施の形態では、市販されている用紙を識別するための識別情報として用紙
の商品名をカスタム紙種に対応付けて設定するものである。
【００１８】
　本実施の形態の画像形成装置１０の一例を示す概略構成図を図１に示す。本実施の形態
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の画像形成装置１０は、用紙上に画像を形成する画像形成部２０及び収納した用紙を画像
形成部２０に供給するための用紙収納部２２を備えて構成されている。
【００１９】
　用紙収納部２２は、内部に収納する用紙を画像形成部２０に供給するためのものである
。本実施の形態では、画像形成装置１２の内部に４つの用紙収納部２２１、２２２、２２

３、２２４を備えている。なお、個々を区別せずに説明する場合は、用紙収納部２２と総
称し、区別する場合は１～４の符号を付して称する。本実施の形態では、用紙収納部２２
は、用紙トレイ（図示省略）上に用紙が積層されて収納されている。なお、ユーザが用紙
を収納する用紙収納部２２を選択する際にユーザインターフェイス部６２に表示される各
種画面上では、用紙収納部２２１、２２２、２２３、２２４各々を「用紙トレイ１」、「
用紙トレイ２」、「用紙トレイ３」、及び「用紙トレイ４」と称している。
【００２０】
　用紙トレイに積層されている用紙の最上面から取り出された用紙は、複数のローラ対４
１により用紙搬送路４２を介して、画像形成部２０へ搬送される。
【００２１】
　また、画像形成装置１０には手差しで用紙を搬入するための手差トレイ４４が設けられ
ている。手差トレイ４４上に置かれた用紙は、画像形成装置１０内部の手差ローラ４３及
びローラ対４１により用紙搬送路４２上に案内され、用紙搬送路４２を介して画像形成部
２０へ搬送される。
【００２２】
　画像形成部２０は、感光体２４、帯電器２６、光ビーム走査装置２８、現像器３０、中
間転写体３２、転写器３４、除電・清掃器３６、転写器３８、及び定着器４０を含んで構
成されている。
【００２３】
　感光体２４は、予め定められた速度で矢印Ａ方向に回転する。感光体２４の周囲には周
面を帯電させるための帯電器２６が設けられている。光ビーム走査装置２８は、帯電器２
６により帯電された感光体２４の周面上に画像データに基づいて光ビームを照射し、静電
潜像を形成する。現像器３０は、ローラ３０Ａを含み、感光体２４の周面上に形成された
静電潜像にローラ３０Ａにより内部に貯留しているトナーを付着させて現像する。
【００２４】
　中間転写体３２は、感光体２４の下部に設けられた無端状のベルトであり、複数のロー
ラにより感光体２４の回転速度と同じ回転速度で矢印Ｂ方向に回転する。感光体２４と中
間転写体３２とが接触する位置には転写器３４が配設されている。転写器３４の転写ロー
ラ（図示省略）にトナーの帯電極性と同極性の転写電圧が印加されることによって、感光
体２４の周面上のトナー像は中間転写体３２に転写される。除電・清掃器３６は、感光体
２４の周面を除電する機能及び周面上に残留している残留トナーを除去する機能を備えた
ものである。
【００２５】
　一方、用紙搬送路４２を介して搬送されてきた用紙は、中間転写体３２と転写器３８と
の間に送り込まれる。転写器３８の転写ローラ（図示省略）にトナーの帯電極性と同極性
の転写電圧が印加されることによって、中間転写体３２上のトナー像が転写される。トナ
ー像が転写された用紙は、定着器４０によりトナーを溶融定着された後に、排出ローラ対
４５により画像形成装置１０の外部へ排出される。
【００２６】
　画像形成装置１０には画像を形成された用紙が排出されるための排出トレイ４８が設け
られている。画像が形成された後、後処理部により後処理が施された（詳細後述）用紙は
、排出ローラ対４５及び排出ローラ４７により用紙搬送路４６を介して排出トレイ４８に
排出される。
【００２７】
　本実施の形態の画像形成装置１０は、画像形成における制御パラメータとして用紙の重
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量、定着器４０の定着温度、及び転写器３４及び転写器３８に転写電圧を印加するための
転写電流の設定をユーザが行えるものであり、ユーザが設定を行わない場合は、デフォル
ト値として、記憶部に記憶されている基準値が設定された状態になっている。
【００２８】
　本実施の形態の画像形成装置１０の一例を示す概略構成の機能ブロック図を図２に示す
。
【００２９】
　本実施の形態の画像形成装置１０は、画像形成部２０、用紙収納部２２、制御部５０、
識別情報設定部５２、制御パラメータ設定部５４、警告部５６、一覧表示部５８、収納用
紙選択部６０、ユーザインターフェイス部６２、及び記憶部６４を備えて構成されている
。
【００３０】
　制御部５０は、画像形成装置１０の制御を行うためのものであり、カスタム紙種登録処
理により登録された制御パラメータを用いて、画像形成制御処理により画像形成部２０の
制御を行い、カスタム用紙に画像を形成させる。
【００３１】
　本実施の形態の制御部５０は、一例として、ＲＯＭ及びＲＡＭを内蔵するＣＰＵ（図示
省略）を含んでいる。ＣＰＵにより詳細を後述する制御処理としてカスタム用紙の登録処
理及び画像形成制御処理等が実行される。カスタム紙種登録処理、カスタム紙種検索処理
及び画像形成制御処理の制御プログラム５１は、記録媒体としてのＲＯＭに記録されてい
る。なお、当該制御プログラム５１は、ＣＤ－ＲＯＭ（図示省略）や、ＤＶＤ－ＲＯＭ（
図示省略）等の記録媒体に記録しておき、インストールし、ＣＰＵにより読込まれて実行
されるようにしてもよい。
【００３２】
　識別情報設定部５２は、ユーザインターフェイス部６２を介してユーザに、市販されて
いる用紙を識別するための識別情報として用紙の商品名をカスタム用紙に対応付けて設定
させるためのものである。
【００３３】
　制御パラメータ設定部５４は、カスタム紙種の制御パラメータを、ユーザインターフェ
イス部６２を介してユーザに設定させるためのものである。
【００３４】
　警告部５６は、用紙商品名警告画面（図１０）をユーザインターフェイス部６２に表示
させることにより、ユーザが設定した用紙商品名と少なくとも一部が一致する用紙商品名
が既に別のカスタム用紙に対応付けて設定されていることを警告するためのものである。
また、制御パラメータ警告画面（図１５）をユーザインターフェイス部６２に表示させる
ことにより、ユーザが設定した制御パラメータと少なくとも一部が一致する制御パラメー
タが既に別のカスタム用紙に対応付けて設定されていることを警告するためのものである
。
【００３５】
　一覧表示部５８は、ユーザの指示に応じて、用紙商品名一覧画面（図１９）及び用紙紙
種一覧画面（図２３）をユーザインターフェイス部６２に表示させるものである。
【００３６】
　収納用紙選択部６０は、用紙収納部２２に収納された用紙のカスタム紙種または用紙商
品名をユーザインターフェイス部６２を介してユーザに選択させるためのものである。
【００３７】
　ユーザインターフェイス部６２は、カスタム紙種の設定に関する情報等をユーザと送受
信するためのものであり、具体的例としては、タッチパネルや液晶ディスプレイ、キーボ
ード、テンキー、マウス等が挙げられる。
【００３８】
　記憶部６４には、識別情報設定部５２により設定された用紙商品名をカスタム紙種に対
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応付けて記憶する。また、制御パラメータ設定部５４により設定された制御パラメータを
カスタム紙種に対応づけて記憶する。さらに、用紙収納部２２（用紙トレイ）に対応付け
てそれぞれ収納する用紙の情報を記憶する。記憶部６４は不揮発性であり、具体的例とし
ては、不揮発性のメモリ等が挙げられる。
【００３９】
　本実施の形態において記憶部６４を不揮発性メモリとした場合におけるメモリ領域の構
成の具体的一例を図３に示す。
【００４０】
　記憶部６４のメモリ領域は、図３に示すように領域６６、領域６７及び領域６８を含ん
で構成されている。領域６６には、ユーザの設定により各々のカスタム紙種に対応付けて
、用紙商品名が記憶されている領域６７のアドレス（用紙情報アドレス）、プリセット紙
種及び制御パラメータである用紙重量、定着温度、及び転写電流が記憶される。領域６７
には、上記用紙情報アドレスから、対応する用紙商品名が記憶される。具体的には、最初
に対応付けられている用紙商品名の数、次に用紙商品名の文字数、用紙商品名の文字コー
ドが記憶される。領域６８には、用紙収納部２２（用紙トレイ）毎に収納されている用紙
の情報が記憶される。本実施の形態では、収納用紙選択部６０で選択されたカスタム紙種
または用紙商品名に基づいて、収納されている用紙のカスタム紙種が記憶される。
【００４１】
　次に、本実施の形態の画像形成装置１０で実行される制御処理について詳細に説明する
。
【００４２】
　（カスタム紙種登録処理）
　まず、カスタム紙種登録処理について詳細に説明する。図４は、本実施の形態のカスタ
ム紙種登録処理の一例を示すフローチャートである。なお本処理は、画像形成装置１０の
使用機能をユーザに選択させるためにユーザインターフェイス部６２に表示されている図
５に具体的例を示したメインメニューにおいて、登録／変更キー７０がユーザにより選択
された場合に実行される。
【００４３】
　ステップ１００では、登録／変更画面を表示するようにユーザインターフェイス部６２
に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、図６に具体的例を示し
た登録／変更画面が表示される。
【００４４】
　次のステップ１０２では、登録／変更画面においてカスタム紙種登録キー７２がユーザ
により選択されたか否か判断する。その他の項目が選択された場合は否定されて、ステッ
プ１０４へ進み、各項目に対応して予め定められているその他の処理を行った後に本処理
を終了する。一方、カスタム紙種登録キー７２がユーザにより選択された場合は、肯定さ
れてステップ１０６へ進む。
【００４５】
　ステップ１０６では、カスタム紙種登録画面を表示するようにユーザインターフェイス
部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、図７（Ａ）に具
体的例を示したカスタム紙種登録画面が表示される。
【００４６】
　次のステップ１０８では、カスタム紙種登録画面において設定／変更キー７６がユーザ
により押し下げられたか否か判断する。ユーザは、カスタム紙種を登録したいカスタム紙
種登録番号（Ｎｏ）を矢印キー７４で選択し、登録番号が決定すると設定／変更キー７６
により当該登録番号にカスタム紙種の登録を行うよう指示する。なお、本実施の形態では
、ユーザインターフェイス部６２がタッチパネルであるため、ユーザは、カスタム紙種登
録番号の表示をタッチすることにより選択してもよい。図７（Ｂ）は、カスタム紙種登録
番号２２がユーザにより選択された場合を示している。未だ設定／変更キー７６が押し下
げられていない場合は否定されて待機状態になる。一方、押し下げられた場合は、肯定さ
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れてステップ１１０へ進む。
【００４７】
　ステップ１１０では、カスタム紙種設定画面を表示するようにユーザインターフェイス
部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、図８に具体的例
を示したカスタム紙種設定画面が表示される。
【００４８】
　次のステップ１１２では、用紙商品名の設定が選択されたか否か判断する。ユーザが矢
印キー７４で用紙商品名を選択し、設定／変更キー７６を押し下げた場合は肯定され、ス
テップ１１４へ進む。
【００４９】
　ステップ１１４では、用紙商品名入力画面を表示するように識別情報設定部５２により
ユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６
２には、図９に具体的例を示した用紙商品名入力画面が表示される。ユーザは、図示を省
略したキーボード等により、用紙商品名を入力する。図９には具体的一例として、「ＦＸ
Ｐ２００」という用紙商品名が入力された状態を示している。ユーザは入力が完了すると
、登録キー７８を押し下げる。
【００５０】
　次のステップ１１６では、入力された用紙商品名を取得し、次のステップ１１８では、
入力された用紙商品名と一致する用紙商品名が記憶部６４の領域６７に記憶されているか
否か判断する。本実施の形態では、一致するか否かの判断は、用紙商品名の全文字が一致
する完全一致及び、用紙商品名の先頭から予め定めた文字数が一致する部分一致の両方に
ついて判断する。部分一致の文字数については、市販されている用紙商品名を考慮し、予
め定めておく。なお、当該文字数はユーザや画像形成装置１０のメンテナンスを行うサー
ビスマン等が設定するようにしてもよい。また、本実施の形態では、先頭からの文字数を
判断対象としているがこれに限らす、後尾からの文字数であってもよいし、文字の位置に
関係なく予め定められた文字数以上が一致するか否かで判断するようにしてもよい。
【００５１】
　一致する用紙商品名が記憶されていない場合は、否定されてステップ１１２に戻る。一
方、一致する用紙商品名が有る場合は、肯定されてステップ１２０へ進む。
【００５２】
　ステップ１２０では、用紙商品名警告画面を表示するように警告部５６によりユーザイ
ンターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、
図１０に具体的例を示した用紙商品名警告画面が表示される。図１０は具体的一例として
、カスタム紙種登録番号１５に「ＦＸＰ２００」と同じ用紙商品名が対応付けられて記憶
されていることを警告している。当該警告によりユーザは、カスタム紙種登録番号１５の
登録内容を確認する場合は、はいキー８０、確認をせずに警告表示を終了させる場合はい
いえキー８１を選択する。
【００５３】
　次のステップ１２２では、確認指示を受信したか否か判断する。用紙商品名警告画面に
おいていいえキー８１が選択された場合は、否定されてステップ１１２に戻る。一方、は
いキー８０が選択された場合は、肯定されてステップ１２４へ進む。
【００５４】
　ステップ１２４では、警告したカスタム紙種登録番号の制御パラメータ等のデータを記
憶部６４の領域６６から取得し、次のステップ１２６では、取得したデータを確認させる
ために、確認画面を表示するようにユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指示
によりユーザインターフェイス部６２には、図１１に具体的例を示した確認画面が表示さ
れる。図１１には、上記で警告したカスタム紙種１５の制御パラメータ等の具体的一例が
表示されている。当該表示によりユーザは、カスタム紙種１５の登録内容を確認し、当該
警告を無視して処理を継続する場合は継続キー８２、表示内容を変更して新たに登録する
場合は変更キー８３、登録を中止する場合は中止キー８４を選択する。
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【００５５】
　次のステップ１２８では、変更キー８３が選択されたか否かを判断する。その他のキー
が選択された場合は、否定されてステップ１１２に戻る。一方、変更キー８３が選択され
た場合は、肯定されてステップ１３０へ進む。
【００５６】
　ステップ１３０では、確認させた登録内容（ステップ１２４で取得したデータ）を反映
させせたカスタム紙種設定画面を表示するようユーザインターフェイス部６２に指示した
後、ステップ１１０に戻る。図１２には、カスタム紙種登録番号２２にカスタム紙種１５
の登録内容を反映させた状態を示している。
【００５７】
　一方、ステップ１１２において、用紙商品名以外を設定する選択がユーザによりなされ
た場合は、否定されてステップ１３２へ進む。ステップ１３２では、定着温度の設定が指
示されたか否か判断する。ここでは具体的例として、制御パラメータである定着温度の設
定をユーザが行う場合について説明する。ユーザは、カスタム紙種設定画面において、矢
印キー７４により定着温度を選択し、設定／変更キー７６を押し下げる。
【００５８】
　定着温度が選択された場合は、ステップ１３４へ進み、定着温度入力画面を表示するよ
うに制御パラメータ設定部５４によりユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指
示によりユーザインターフェイス部６２には、図１３に具体的例を示した定着温度入力画
面が表示される。ユーザは、図示を省略したキーボードやテンキー等により定着温度を入
力する。図１３には具体的一例として、「２００（℃）」が入力された状態を示している
。ユーザは入力が完了すると、登録キー７８を押し下げる。
【００５９】
　次のステップ１３６では、登録キー７８が押し下げられたか否か判断する。まだ押し下
げられていない場合は、否定されて待機状態になり、押し下げられた場合は、肯定されて
ステップ１３８へ進む。
【００６０】
　ステップ１３８では、入力されたデータを取得した後、ステップ１４０へ進み、ステッ
プ１４０では、取得したデータを反映させせたカスタム紙種設定画面（図１４）を表示す
るようユーザインターフェイス部６２に指示した後、ステップ１４４へ進む。ユーザは、
当該設定を登録する場合は登録キー８５を選択し、その他の制御パラメータの設定等を行
う場合は設定／変更キー７６を選択する。
【００６１】
　一方、ステップ１３２で定着温度の設定以外が指示された場合は、否定されてステップ
１４２へ進み、ステップ１３４からステップ１４０と同様にして、その他制御パラメータ
の設定処理を行った後、ステップ１４４へ進む。
【００６２】
　ステップ１４４では、登録キー８５が選択されたか否か判断する。選択されない場合は
否定されてステップ１１０に戻り、選択された場合は肯定されてステップ１４６へ進む。
【００６３】
　ステップ１４６では、登録を指示され制御パラメータと一致する制御パラメータが記憶
部６４の領域６６に記憶されているか否か判断する。本実施の形態では、一致するか否か
の判断は、全種類の制御パラメータが一致する完全一致の場合について判断しているがこ
れに限らず、予め定めた種類または予め定められた種類数が一致する部分一致についても
判断するようにしてもよい。一致するものがない場合は、否定されてステップ１５８へ進
む。一方、一致するものがある場合は、肯定されてステップ１４８へ進む。
【００６４】
　ステップ１４８では、制御パラメータ警告画面を表示するように警告部５６によりユー
ザインターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２に
は、図１５に具体的例を示した制御パラメータ警告画面が表示される。図１５は具体的一
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例として、カスタム紙種登録番号１９に同一の制御パラメータが対応付けられて記憶され
ていることを警告している。当該警告によりユーザは、カスタム紙種登録番号１９の用紙
商品名（この場合は「ＦＸＰ２００］）を追加登録する場合は、はいキー８０、このまま
カスタム紙種登録番号２２に登録する場合はいいえキー８１を選択する。
【００６５】
　次のステップ１５０では、追加登録するか否か判断する。いいえキー８１が選択された
場合は、否定されてステップ１５２へ進み、新規登録を行った後、ステップ１５８へ進む
。一方、はいキー８１が選択された場合は、肯定されてステップ１５４へ進み、用紙商品
名の追加を行い、ステップ１５６へ進む。
【００６６】
　ステップ１５６では、追加するカスタム紙種登録番号を示すカスタム紙種設定画面を表
示するようにユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインター
フェイス部６２には、図１６に具体的例を示したように用紙商品名が追加されたカスタム
紙種設定画面が表示される。当該カスタム紙種設定画面においてユーザが登録キー８５を
選択すると、ステップ１５８へ進む。
【００６７】
　ステップ１５８では、設定値を記憶部６４の領域６６及び領域６７に記憶する。なお、
上述した図３は、記憶部６４の領域６６及び領域６７に図１６に表示された設定が記憶さ
れた状態を示している。
【００６８】
　次のステップ１６０では、ユーザが指定したカスタム紙種登録番号に登録が完了したこ
とを示すために、カスタム紙種登録画面を表示するようユーザインターフェイス部６２に
指示した後、本処理を終了する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、図
１７に具体的例を示したカスタム紙種一覧画面が表示される。図１７（Ａ）では、カスタ
ム紙種登録番号２２に用紙商品名「ＦＸＰ２００」の新規登録が完了したことを示してい
る。また、図１７（Ｂ）では、カスタム紙種登録番号１９に用紙商品名「ＦＸＰ２００」
の追加登録が完了したことを示している。当該カスタム紙種登録画面の表示によりユーザ
は、用紙商品名を対応付けたカスタム紙種登録が完了したことを認識する。
【００６９】
　（カスタム紙種検索処理）
　次に、本実施の形態のカスタム紙種検索処理について詳細に説明する。図１８は、本実
施の形態のカスタム紙種検索処理の一例のフローチャートである。なお本処理は、ユーザ
インターフェイス部６２に表示されている図６に具体的例を示した登録／変更画面におい
て、カスタム紙種検索キー７２がユーザにより選択された場合に実行される。
【００７０】
　ステップ２００では、用紙商品名一覧画面を表示するように一覧表示部５８によりユー
ザインターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２に
は、図１９に具体的例を示した用紙商品名一覧画面が表示される。ユーザは、登録されて
いる内容の詳細を確認したい場合は、矢印キー７４により確認したい用紙商品名を選択し
、詳細確認キー８７を押し下げる。
【００７１】
　次のステップ２０２では、詳細確認キー８７がユーザにより押し下げられたか否か判断
する。押し下げられていない場合は、否定されてステップ２０６へ進む。一方、押し下げ
られた場合は、肯定されてステップ２０４へ進む。
【００７２】
　ステップ２０４では、詳細確認画面として対応するカスタム紙種番号のカスタム紙種設
定画面等をユーザインターフェイス部６２に表示するよう指示した後、ステップ２０６へ
進む。
【００７３】
　ステップ２０６では、閉じるキー８６がユーザにより押し下げられたか否か判断する。
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押し下げられていない場合は、否定されてステップ２０２に戻る。一方、検索処理を終了
させようとするユーザにより閉じるキー８６がユーザにより押し下げられた場合は、肯定
されて本処理を終了する。
【００７４】
　（画像形成制御処理）
　次に、上述のカスタム用紙登録処理（図４）において設定された用紙商品名及び制御パ
ラメータを用いて画像形成に関する処理を行う画像形成制御処理について詳細に説明する
。
【００７５】
　図２０は、本実施の形態の画像形成制御処理の一例のフローチャートである。なお本処
理は、ユーザインターフェイス部６２に表示されている図５に具体的例を示したメインメ
ニューにおいて、コピーキー７１がユーザにより選択された場合に実行される。
【００７６】
　ステップ３００では、コピー設定画面を表示するようにユーザインターフェイス部６２
に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には、図２１に具体的例を示
したコピー設定画面が表示される。
【００７７】
　次のステップ３０２では、コピーを開始するか否か判断する。本実施の形態の画像形成
装置１０では、ユーザにより図示を省略したスタートキーが押し下げられるとコピーを開
始する。スタートキーが押し下げられていない場合は否定されて、ステップ３０４へ進む
。
【００７８】
　ステップ３０４では、用紙トレイ選択キー８８がユーザにより押し下げられたか否か判
断する。他のキーが押し下げられた場合等は、否定されてステップ３０６へ進み、押し下
げられたキーに対応して予め定められている処理を行った後、ステップ３００に戻る。一
方、ユーザがいずれかの用紙収納部２２の用紙トレイに新たに用紙を収納する場合等は用
紙トレイ選択キー８８を押し下げる。押し下げられた場合は、肯定されてステップ３０８
へ進む。
【００７９】
　ステップ３０８では、用紙トレイ選択画面を表示するように収納用紙選択部６０により
ユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６
２には、図２２に具体的例を示した用紙トレイ選択画面が表示される。ユーザは、選択し
たい用紙トレイの表示部分をタッチすることにより、用紙が収納されている用紙トレイを
選択する。さらに、閉じるキー９１を押し下げることにより、画像を形成する用紙の収納
先として、選択された用紙トレイを指示する。
【００８０】
　次のステップ３１０では、閉じるキー９１がユーザにより押し下げられたか否か判断す
る。閉じるキー９１が押し下げられていない場合は、否定されてステップ３１２へ進む。
ステップ３１２では、取り消しキー９０が押し下げられたか否か判断する。本実施の形態
では、用紙トレイの選択を行わずに自動で行う場合等は、ユーザは取り消しキー９０を押
し下げる。取り消しキー９０が押し下げられた場合は、肯定されてステップ３００に戻る
。一方、取り消しキー９０が押し下げられない場合は、否定されてステップ３１０へ戻り
待機状態になる。
【００８１】
　一方、ステップ３１０で閉じるキー９１が押し下げられた場合は、肯定されてステップ
３１４へ進む。ステップ３１４では、ユーザが選択した用紙トレイが何れであるかを取得
した後、ステップ３００に戻る。ステップ３００では、取得した選択用紙トレイ（ユーザ
により選択された用紙トレイ）にチェックが入った（○を●にする）コピー設定画面（図
２１）を表示するようにユーザインターフェイス部６２に指示する。
【００８２】
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　一方、ステップ３０２でスタートキーがユーザにより押し下げられた場合は、肯定され
てステップ３１６へ進み、画像を形成する用紙の収納先として指示された用紙収納部２２
がいずれであるかを取得し、次のステップ３１８では、取得した用紙収納部２２（用紙ト
レイ）に対応する用紙紙種を記憶部６４の領域６８から取得し、取得した用紙紙種に対応
する制御パラメータを記憶部６４の領域６６及び領域６７から取得する。
【００８３】
　次のステップ３２０では、取得した制御パラメータにより画像形成部２０の制御を行い
、指示された用紙収納部２２に収納されている用紙に画像を形成させるよう指示した後、
本処理を終了する。
【００８４】
　（用紙紙種設定処理）
　次に、用紙紙種設定処理について詳細に説明する。
【００８５】
　図２３は、本実施の形態の用紙紙種設定処理の一例のフローチャートである。本処理は
、用紙収納部２２に収納されている用紙の紙種を設定するための処理であり、用紙収納部
２２に用紙が収納された場合に、制御部５０で実行される処理である。本実施の形態では
、一例として、用紙収納部２２等に設けられているセンサ（図示省略）が、用紙収納部２
２が用紙を収納するために引き出された後、画像形成装置１０本体内に戻された場合に実
行される。なお、当該場合に限らず、ユーザにより指示された場合や用紙収納部２２に用
紙が新たに収納されたことを検知した場合等、その他の場合に行うようにしてもよい。
【００８６】
　ステップ４００では、用紙収納部２２に収納された用紙のサイズを図示を省略したセン
サ等により検知した後、ステップ４０２へ進む。
【００８７】
　ステップ４０２では、用紙紙種一覧画面を表示するように一覧表示部５８によりユーザ
インターフェイス部６２に指示する。当該指示によりユーザインターフェイス部６２には
、図２４に具体的例を示した用紙紙種一覧画面が表示される。ここでは、プリセット紙種
、カスタム紙種、及び用紙商品名の全てが表示される。ユーザは矢印キー７４によりセッ
トした用紙の紙種を選択すると、選択キー８９を押し下げる。
【００８８】
　次のステップ４０４では、選択キー８９が押し下げられたか否か判断する。未だ押し下
げられていない場合は、否定されて待機状態になる。一方、押し下げられた場合は、肯定
されてステップ４０６へ進む。
【００８９】
　ステップ４０６では、選択した用紙の紙種を反映させた用紙トレイ選択画面を表示する
ように収納用紙選択部６０によりユーザインターフェイス部６２に指示する。当該指示に
よりユーザインターフェイス部６２には、選択した用紙の紙種を反映させた用紙トレイ選
択画面（図２５）が表示される。図２５は、用紙トレイ４にセットした用紙の種類として
カスタム紙種１９が選択された場合を示している。
【００９０】
　次のステップ４０８では、登録キー８５がユーザにより押し下げられたか否か判断する
。未だ押し下げられていない場合は、否定されて待機状態になり、押し下げられた場合は
、肯定されてステップ４１０へ進み、用紙紙種と収納された用紙収納部２２との対応関係
を記憶部６４の領域６８に記憶させた後、本処理を終了する。
【００９１】
　本処理により、用紙紙種と収納された用紙収納部２２との対応関係が領域６８に記憶さ
れた状態になるため、当該対応関係に基づいた用紙トレイ選択画面（図２５）がユーザイ
ンターフェイス部６２に表示されるようになる。
【００９２】
　なお、本実施の形態では、市販されている用紙を特定する識別情報として用紙商品名を
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用いているがこれに限らず、個々を識別するための情報であればよく、例えば、型番、バ
ーコード、管理番号等であってもよいが、ユーザが判別しやすい情報が好ましい。また、
本実施の形態では、市販されている用紙をカスタム紙種に対応付けて登録しているが市販
されている用紙に限定されるものではない。
【００９３】
　なお、本実施の形態では、記憶部６４の領域６６に用紙商品名が記憶されている領域の
アドレスを記憶させ、領域６６に対応する用紙商品名を記憶させているが、記憶のさせ方
は限定されず、例えば、領域６７を用いずに領域６６にカスタム紙種に対応付けて用紙商
品名を記憶させるようにしてもよい。
【００９４】
　なお本実施の形態では、制御パラメータとして用紙重量、定着温度（定着器４０の定着
温度）、及び転写電流（転写器３４、３８に転写電圧を印加するための電流）その他の、
例えば、光沢性やホチキス、パンチ等の後処理枚数等の用紙の紙種に依存する画像形成制
御パラメータの設定を行うようにしてもよい。
【００９５】
　また、本実施の形態の画像形成装置１０は、中間転写体３２を用いて画像を形成するも
のであるがこれに限らず、中間転写体３２を用いずに直接用紙に画像を転写するものであ
ってもよい。また、外付けで用紙収納部を別途設けるようにしてもよい。
【００９６】
　以上説明したように本実施の形態では、ユーザインターフェイス部６２を介して識別情
報設定部５２によりカスタム紙種に対応する用紙商品名をユーザに設定させる。ユーザが
設定登録しようとした用紙商品名と一致する用紙商品名が既に記憶部６４の領域６７に記
憶されている場合は、警告部５６によりユーザインターフェイス部６２を介してユーザに
用紙商品名警告画面を表示させる。一致するものがない場合は、記憶部６４の領域６７に
記憶させ、記憶させた領域６７のアドレスを領域６６にカスタム紙種に対応付けて記憶さ
せる。また、ユーザインターフェイス部６２を介して制御パラメータ設定部５４によりカ
スタム紙種に対応する制御パラメータをユーザに設定させる。ユーザが設定登録しようと
した制御パラメータと一致するカスタム紙種が既に記憶部６４の領域６６に記憶されてい
る場合は、警告部５６によりユーザインターフェイス部６２を介してユーザに制御パラメ
ータ警告画面を表示させる。一致するものがない場合は、記憶部６４の領域６６にカスタ
ム紙種に対応付けて記憶させる。
【００９７】
　また、本実施の形態では、カスタム紙種検索指示をユーザインターフェイス部６２を介
して受信すると、一覧表示部５８によりユーザインターフェイス部６２に用紙商品名一覧
画面を表示させる。
【００９８】
　また、本実施の形態では、用紙収納部２２に用紙をセットする際は、ユーザインターフ
ェイス部６２を介して収納用紙選択部６０により用紙一覧画面を表示させ、ユーザが収納
した用紙の紙種を選択させ、選択された用紙の紙種を用紙収納部２２と対応付けて記憶部
６４の領域６８に記憶させる。コピーを行い画像を形成する際は、指示された用紙収納部
２２に対応する用紙種を領域６８から取得し、取得した用紙紙種に対応する制御パラメー
タを領域６６及び領域６７から取得し、取得した制御パラメータにより画像形成部２０を
制御し手画像を形成させる。
【００９９】
　このようにユーザは、カスタム紙種に対応付けて複数の用紙商品名を設定登録するため
、登録されているカスタム紙種がどのような用紙に対応するものであるのかがわかるよう
になり、また、類似した制御パラメータを複数登録することが防止さされる。
【０１００】
　また、ユーザは、類似した用紙商品名を設定登録しようとすると警告されるため、類似
したまたは同一の市販用紙を複数登録することが防止される。また、類似した制御パラメ
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数登録することが防止される。
【０１０１】
　また、ユーザは、用紙収納部２２に収納した用紙の紙種を用紙一覧画面から選択するた
め、間違ったカスタム紙種を選択することが防止される。また、選択されたカスタム紙種
を用紙収納部２２と対応付けて記憶しておくため、記憶されている用紙の紙種及び制御パ
ラメータを用いて画像形成部２０を制御することによりユーザが所望の画質が得られる。
【符号の説明】
【０１０２】
１０　画像形成装置
２０　画像形成部
２２　用紙収納部
５２　識別情報設定部
５４　制御パラメータ設定部
５６　警告部
５８　一覧表示部
６０　収納用紙選択部
６２　ユーザインターフェイス部
６４　記憶部

【図１】 【図２】
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